
皆様から貴重なご意見を多くいただきました。そのうち一部をご紹介します。
その他のご意見についても職員で共有し改善に努めます。

□ 登下校のルールについては小学校から身につけなければならないと思う。追いかけっこ・鬼ごっこ遊びをしな
い、走らない、車が来ないか確かめてから前を追い越す、前から人が来たら譲り合うなど。
→ 登下校指導については、交通安全の授業に加え、給食時間に全校に放送で呼びかけたり、担任が学級で話し
たり、繰り返し指導しています。学校でも安全な登下校について繰り返し指導していきますが、一つしかない
命を守るためにも、ご家庭で自分の子供さんに指導していただくことが大切です。

□ 運動会で自分の子が出ていない種目でも前の位置を陣取る人がいるので、ルールを設けてほしい。
→ 運動会の参観ルールとして例年お願いしている内容です。中山小の保護者としての自覚をもって守って参観
していただきたいものです。

□ アンケートは率直な意見を出しやすいので匿名がいい。
→ 以前、匿名のアンケートで個人を特定した中傷があり、お話をしたくても誰の意見か分からなかったため、
ご意見に責任をもっていただき、場合によっては詳しくお話をさせていただきたいという経緯で記名制になっ
たようです。

□ 今年は水泳参観がなく残念だった。授業参観だけでなく、水泳参観も見ることができれば嬉しい。
→ コロナ禍で室内での参観が難しいなか、屋外で参観できる水泳参観を実施していました。室内での参観がで
きる状況ですので元の形に戻しました。学級数が多くプール使用の割振が難しいことや天候等により急遽中止
せざるをえないなどの課題がありました。

学校便り №５
鹿児島市立
中山小学校

児童数１,４７４人

令和５年９月号

中山小を自慢できる学校に
校長 廣森 丈太郎

２学期は、転入生（２・４・６年生）３名を迎え、全校児童１,４７４名でスタート
しました。今年の夏休みは、新型コロナウイルス感染症が第５類に引き下げられ大き

な行動制限もなく、子ども達は様々な体験をすることができたのではないかと思っています。充実した
楽しい夏休みを過ごし、たっぷり充電した子ども達の元気な笑い声やまぶしい笑顔が、静まりかえって
いた中山小にあふれ、学校に活気が戻ってきました。
また、夏休み中には、子ども達が関係する水難・交通事故等が頻繁に報道されていましたが、本校で

はそのような事故に遭った子ども達はなく、たいへん嬉しく思っています。これも、保護者の皆様、地
域の皆様方が、子ども達を温かく見守っていただいたおかげだと、心から感謝を申し上げます。
さて、２学期は最も長い学期であり、他の学期と比べると学習内容が豊富で、行事等も多くあります。

引き続き、感染症の拡大防止対策をとりながらも、「子ども達の安全・安心」を大切にしながら、工夫
や改善を行い、学習活動の充実に努めてまいります。保護者の皆様には、繰り返しのお願いとなります
が、子ども達の健康管理、学校教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
９月１日の始業式では、この２学期に心がけてほしいことを３つ話しました。
１つ目は、「元気で気持ちのいい挨拶・校舎では会釈」をしようという事です。
いつでも・どこでも・誰とでもしっかりと挨拶をすること。「挨拶は心の窓を

開く鍵」であること。
２つ目は、「『揃える』ということを徹底する」という事です。
トイレのスリッパや靴箱の靴のかかと、そして教室の机上の整理等をきちんと

揃えるということです。「揃える」ことは、自分の心を整えることにもつながります。とても大切なこ
とですし、揃えると何より気持ちがいいです。特に、２学期はトイレのスリッパもしっかりと揃えてほ
しいとお願いしました。
３つ目は、「プラスの言葉かけがいっぱいあふれる中山小にしよう。」という事です。
自分にも友達にも、温かく・元気の出るプラスの言葉をいつも使うように心がけてほしいとお願いし

ました。「ありがとう」「うれしい」「すごいね」「さすがだね」と、友達から言われるととてもうれ
しいですし、プラスの言葉は元気が出ます。みなさんが、いつもプラスの言葉かけができるようになる
と、中山小はもっと明るく楽しくなると思います。この３つのめあてを、中山小全体でしっかりと守っ
て、みんなで県内一楽しい中山小をつくっていきましょうと話しました。この３つのことが当たり前に
できたら、中山小は本当にみんなに自慢できる学校になると思います。
最後になりますが、１学期の学校評価へのご協力ありがとうござました。保護者の皆様からの評価等

を基に振り返りを行い、改善を図って参ります。保護者や地域の皆様方には、２学期も引き続き、本校
の教育活動に対し、ご理解ご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。



◯ 鹿児島市立美術館：特別展(10/6～11/12)割引制度について
特別企画展「ひろしま美術館コレクション日本近代洋画の名作」
受付で「中山小の児童です」と申し出るだけで割り引かれます。
当日券 600円 → 特割 200円

マナーを守って鑑賞させてください。
◯ 文化の日（11/3）市教委施設入館料免除等について
・ ふるさと考古歴史館・市立美術館：常設展示の観覧料免除
・ 異人館・西郷南洲顕彰館 ・かごしま文化工芸村：入館料免除
・ 市立科学館：入館料免除（宇宙劇場の観覧料は有料）

４年ぶりにPTA会員の皆様に
お願いして「愛校作業」を実施
したところ、とても暑い中でした

が、多くの方がご協力くださり、普段子どもたちでは行
き届かないところまできれいにしていただきました。また、
作業後に親児の会の皆様が準備してくださったかき氷
に癒されました。ご協力ありがとうございました。

残暑厳しい中での活動を
余儀なくされています。暑
さに負けないように、しっか
り休養・睡眠を
とらせて、登校
させてください！

４月に全国の６年生を対象に行われた調査
です。国語・算数ともに、基礎的な学力は全国
平均程度に身に付いているものの思考力・判
断力・表現力に課題が見られます。特に、長文
を読み書きすることや相手に分かりやすく伝え
るために工夫すること、論理的に考えて理由を
説明することが苦手なようです。アンケートで、
「授業が分かりやすい(+6.9)」一方で、「自分
で計画を立て、家庭学習している(-6.7)」、
「自分との意見の違いを意識して自分の考え
をまとめている（-9.1）」「自分が努力すべきこ
とを決めて取り組んでいる（-11.5）」という結
果から、友達と関わり合いながら主体的に学び
に向かう態度を育てる必要があるようです。
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日 曜 行事等

18 月 〈祝日〉敬老の日
23 土 〈祝日〉秋分の日
27 水 修学旅行(6年)1日目
28 木 修学旅行(6年)2日目
28 木 PTA給食試食会
28 木 谷山北公民館見学(２年)
29 金 休養措置日(6年)

日 曜 行事等

4 水 稲刈り(5年)
9 月 〈祝日〉スポーツの日
14 土 土曜授業
16 月 運動会合同練習(4～6年)
17 火 運動会合同練習(1～3年)
19 木 運動会会場準備(5年)

22 日

運動会（雨天順延）

【第1部:9:00～】(1～3年)

【第2部:12:30～】(4～6年)

23 日 運動会振替休日
25 水 ３R教室(4年)

県 県

中
山
小

中
山
小

全国

１ 朝は自分で決めた時刻に起きたか。
平日はリズムが整っている。週末も
決められた時間に起きる家庭が多い。

２ 朝ごはんを食べたか。
平日も週末も朝ごはんをしっかりと
食べる家庭が多い(全国比+5.7)。
朝の準備が遅くなると，ごはんを食べ
ずに登校する児童が約3 割いる。

３ テレビとゲームの時間はどれくらいか。
週末になるとテレビやゲームの時間
が増える。平日、2 時間以上費やして
いる児童が2 割ほどいる。

４ 学習時間はどれくらいか。
平日に学習にしっかり取り組む家庭
とそうでない家庭に分かれている。
（全国比-7.6）また、週末に学習に
取り組めない家庭が増えている。

５ 家読（読書）はできたか。
読書に取り組まない家庭が約3 割。
読書離れが進行（全国比-3.8）

６ 夜は自分で決めた時刻に寝たか。
週末は，就寝時刻がやや遅くなる家
庭が多い。

７ 週間をふり返って
（保護者からのご意見：一部抜粋）
○ 普段と変わらない生活だが、こ
の週は特に意識して実践しようと
いう意欲がみられた。
○ 声掛けが必要だが、しっかりで
きている。
○ 週間を意識して、普段より早寝
早起きできていた。
○ 自分で決めた目標を意識して動
いていた。
○ 宿題が多めだったが、しっかりで
きた。古典の暗唱も頑張っていた。
このまま続けてもらいたい。
△読書ができなかった。
△ テレビとゲームで2 時間は、なか
なか守れそうにない。
△ 自主学習ができなかった。
△ 夜になると眠くなってしまうので
帰宅後時間を有効に使わせたい。
△ 習い事も増え，時間管理が難しく
なった。先々を考えて進めないと寝
る時間が遅れるので、気を付けて
計画的に行動しないといけない。

家庭学習強化週間へのご協力ありがとうございました！
△ ゲーム優先になっているので改
善させたい。

△ YouTube を見ている時間が
長いので修正させたい。

△ もう少し学習時間を伸ばしたい。
△ 積極的に読書などして欲しい。

〈全体を振り返って〉
子どもたちの生活様式が変化し、 放
課後が忙しくなり、 メディアも変化（タ
ブレット・スマホ等利用）しています。
家庭で過ごす時間が減っているという
意見も多かったです。
ご家庭で頑張っているところは認め

つつ，できていない部分をどのように
すればいいか、改善点について話し
合ってみてはいかがでしょうか。先生
や家族の指示だけでなく、「自分で計
画を立て目標をもって取り組む」とい
う意識を育てていけたらいいですね。
お忙しいなか、「家庭学習強調週間」
の取組へのご協力ありがとうございま
した。引き続き、ご支援・ご協力をよろ
しくお願いします。


